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は
じ
め
に

本
論
文
は
、
戦
後
、
と
り
わ
け
一
九
六
〇
～
八
〇
年
代
に
お
け
る
女
性
教
職
員
の
数
量
に
つ
い
て
、
主
に
早
稲
田
大
学
の
場
合
を
中
心

と
し
て
、
そ
の
変
化
を
分
析
し
、
特
徴
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

戦
前
、
大
学
は
原
則
男
性
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
職
業
面
で
も
女
性
差
別
が
著
し
く
、
多
く
の
制
約
が
課
さ
れ
て
い

た
。
例
え
ば
、
女
性
は
学
位
を
有
し
て
い
て
も
、
専
門
学
校
や
教
員
養
成
諸
学
校
な
ど
の
非
大
学
の
教
員
に
と
ど
ま
り
、
官
吏
な
ど
の
専

門
的
職
業
へ
の
途
も
一
部
を
除
い
て
固
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
た（

１
）。
つ
ま
り
、
女
性
は
専
任
の
大
学
教
員
に
就
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
戦
後
は
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
基
づ
い
て
学
校
教
育
法
が
男
女
平
等
の
大
学
入
学
資
格
を
定
め
、
こ
れ
に
よ
り
大
学
で
は
形
式
的

に
は
男
女
間
の
差
別
が
撤
廃
さ
れ
た
。
そ
の
変
化
は
学
生
だ
け
で
な
く
、
教
員
や
職
員
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
新
制
大
学
で
の
新
た
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な
事
柄
と
し
て
女
性
が
専
任
教
員
と
な
っ
た
点
を
指
摘
で
き
る
。
戦
前
に
は
皆
無
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
重
要
な
改
革
点
と
言

え
る
。
一
九
四
九
年
度
の
女
性
専
任
教
員
の
数
を
示
す
と
、
国
立
大
学
に
七
九
人
、
公
立
大
学
に
三
七
人
、
私
立
大
学
に
四
三
七
人
在
職

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
早
稲
田
大
学
で
も
五
二
年
に
初
め
て
女
性
が
専
任
教
員
と
な
っ
た
。
た
だ
、
湯
川
次
義
の
指
摘
に
依
れ

ば
、
新
制
大
学
成
立
期
に
は
専
門
学
校
な
ど
の
旧
女
子
高
等
教
育
機
関
の
大
学
転
換
に
伴
い
、
大
学
教
員
へ
と
異
動
し
た
事
例
が
多
か
っ

た
と
推
察
さ
れ
て
い
る（
２
）。
そ
し
て
、
共
学
大
学
で
の
女
性
専
任
教
員
の
出
現
は
、
そ
れ
よ
り
も
遅
れ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
新
制
大
学
に
お
い
て
女
性
教
員
が
誕
生
し
た
事
実
は
、
女
性
の
職
業
選
択
の
自
由
や
社
会
的
進
出
な
ど
の
観
点
か
ら
見

て
重
要
な
意
義
を
も
つ
と
言
え
る
。
で
は
、
共
学
大
学
に
お
け
る
女
性
教
員
数
は
ど
の
よ
う
に
増
加
し
、
い
か
な
る
状
態
に
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
今
日
的
に
も
大
学
に
お
け
る
女
性
教
員
の
実
質
的
な
平
等
化
、
あ
る
い
は
平
等
的
な
参
画
が
課
題
と
さ
れ
る
中
で
、
大
学
の
女

性
教
員
の
歩
み
を
振
り
返
る
こ
と
は
意
味
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
女
性
職
員
の
問
題
も
注
目
す
べ
き
事
項
で
あ
り
、
女
性

職
員
も
本
格
的
に
は
戦
後
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
数
や
職
階
な
ど
に
つ
い
て
女
性
教
員
の
場
合
と
同
様
な
課
題
が
存

在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
戦
後
の
新
学
制
が
整
備
さ
れ
、
大
学
が
高
度
経
済
成
長
下
で
学
生
が
急
増
し
、
大
学
が
大
衆
化

し
た
時
期
に
女
性
教
職
員
の
数
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
分
析
す
る
た
め
に
、
一
九
六
〇
年
代
～
八
〇
年
代
を
中
心
と
し
て
着
目

し
、
こ
の
間
の
女
性
教
員
及
び
女
性
職
員
の
数
量
的
把
握
を
試
み
る
。

戦
後
の
大
学
に
お
け
る
女
性
教
職
員
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
見
る
と
大
膳
司
「
臨
時
教
育
審
議
会
以
降
の
大
学
教
員
の
構
造
と

機
能
の
変
容　

教
育
・
研
究
活
動
を
中
心
と
し
て
」

（
３
）

が
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
主
に
一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
女
性
教
職
員
の
数
量
の
増
加

に
つ
い
て
考
察
し
て
お
り
、
本
論
の
対
象
と
す
る
時
期
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
橋
真
央
「
女
子
大
学
に
お
け
る
女
性
教
員
の
職

位
別
割
合
の
現
状
に
つ
い
て
」
（
４
）

で
は
、
九
〇
年
代
か
ら
の
女
子
大
学
に
お
け
る
女
性
教
員
の
数
量
的
変
化
に
着
目
し
て
お
り
、
時
期
と
対

象
が
異
な
っ
て
い
る
。
本
論
で
取
り
扱
う
一
九
六
〇
年
代
～
八
〇
年
代
に
お
け
る
大
学
の
女
性
教
員
、
職
員
の
職
位
、
職
階
に
お
け
る
数
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量
的
変
化
に
着
目
し
た
研
究
は
管
見
の
限
り
で
は
見
ら
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
論
で
は
以
下
の
課
題
を
設
定
す
る
。
第
一
に
大
学
の
女
性
の
専
任
「
教
員
」
の
数
量

的
変
化
に
つ
い
て
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
大
学
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
の
数
量
の
女
性
教
員
が
勤
務
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
職
位
、
職
階
で
勤
務
し
て
い
た
の
か
を
、
数
量
的
変
化
を
把
握
し
な
が
ら
明
確
に
す
る
。
第
二
に
女
性
「
職
員
」
の
数
量
的
変
化
に

つ
い
て
、
教
員
と
同
様
に
ど
の
よ
う
な
職
位
、
職
階
で
勤
務
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
職
位
、
職
階
に
は
男
性
職
員
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な

違
い
が
あ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
れ
ら
の
課
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
今
日
、
大
学
に
お
い
て
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
男
女
共
同

参
画
の
問
題
を
考
察
す
る
う
え
で
の
歴
史
的
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

一
、
戦
後
の
女
性
教
員
数
に
つ
い
て

で
は
、
ま
ず
戦
後
の
大
学
に
お
け
る
女
性
教
員
の
数
量
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
戦
後
に
お
い
て
、
大
学
の
女
性
教
員
の
数
量
は
ど

の
程
度
の
数
と
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

戦
後
、
大
学
の
男
女
共
学
化
、
ま
た
、
女
子
大
学
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
男
女
に
お
け
る
大
学
教
育
の
機
会
が
均
等
に
な
っ
た
が
、
女

子
学
生
の
問
題
と
は
別
に
、
大
学
に
勤
務
す
る
女
性
教
員
や
職
員
の
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
に
ど
の
程
度
の
数
量
の
女
性

が
大
学
で
教
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
専
門
分
野
や
授
業
を
担
当
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
統
計
等
を
用
い
て

正
確
に
把
握
す
る
。

ま
ず
、
戦
後
の
大
学
、
特
に
男
女
共
学
の
大
学
の
状
況
と
し
て
は
女
性
の
教
員
は
少
数
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
朝
日
新
聞

の
一
九
五
三
年
の
記
事
に
は
「
京
大
に
初
の
女
性
講
師
」
と
い
う
も
の
が
あ
る（

５
）。
男
女
共
学
の
大
学
に
女
性
教
員
が
勤
務
す
る
よ
う
に
な
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る
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
戦
後
の
大
学
に
お
け
る
女
性
教
員
の
割
合
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
の
か
を
『
日
本
の

教
育
統
計
』
よ
り
見
て
み
る
。
表
１
は
国
公
私
立
全
体
に
お
け
る
本
務
教
員
数
と
、
私
立
大
学
に

お
け
る
女
性
教
員
数
で
あ
る
。

表
１
の
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
で
は
、
大
学
の
本
務
教
員
数
全
体
か
ら
見
る

と
、
非
常
に
少
量
で
は
あ
る
が
、
女
性
教
員
の
数
量
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、

個
別
の
事
例
と
し
て
は
ど
の
程
度
の
数
量
の
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
早
稲
田
大
学
に
お
け

る
女
性
の
教
員
数
の
数
量
を
事
例
と
し
て
分
析
す
る
。
表
２
、
表
３
は
そ
れ
ぞ
れ
早
稲
田
大
学
の

各
種
統
計
に
つ
い
て
ま
と
め
た
『
基
本
諸
統
計
』
を
も
と
に
一
九
七
〇
年
か
ら
八
〇
年
ま
で
の
各

学
部
、
研
究
所
に
お
け
る
女
性
教
員
の
数
を
（　

）
の
数
字
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表 １　戦後四年制大学における本務教員数と女性教員の割合
（1950年、1955年、1960年、1965年。※本務教員数には女子大も含む）

※『日本の教育統計』より作成（６）

1950年 1955年 1960年 1965年

本務教員数
（国公私全体） 11,534 38,010 44,343 57,445

私立における
女性教員数 484 1,075 1,626 2,616
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表 ２　早稲田大学教員数（専任のみ。学部別。1970年度～1980年度）
� ※（　）内は女性で内数

教授 助教授 専任講師 客員教授 助手 合計

政
治
経
済
学
部

1970年度 50 14 7 2 5 78
1971年度 47 15 6 2 3 73
1972年度 47 14 9 2 1 73
1973年度 50 14 4 2 2 72
1974年度 50 13 6 2 1 72
1975年度 54 12 3 2 2 73
1976年度 54 10 3 2 3 72
1977年度 55 11 3 2 3 74
1978年度 60 6 6 3 4 79
1979年度 60 7 5 3 4 79
1980年度 60 6 4 3 4 77

法
学
部

1970年度 59 15 8 2 5 89
1971年度 59 18 7 2 4 90
1972年度 66 15（1） 4 2 4 91（1）
1973年度 64 15（1） 4 2 5 90（1）
1974年度 67（1） 12 7 1 6 93（1）
1975年度 66（1） 12 6 1 6 91（1）
1976年度 69（1） 15（1） 3 2 5 94（2）
1977年度 71（1） 12（1） 6 1 3 93（2）
1978年度 69 （1） 15（1） 4 1 3 92（2）
1979年度 66（2） 17 5 2 2 92（2）
1980年度 64（2） 18 7（1） 2 2 93（3）

文
学
部

1970年度 117 43（4） 18（4） 3 10（2） 191（10）
1971年度 120 43（5） 14（3） 3 10（1） 190（9）
1972年度 129（1） 36（4） 13（4） 3 9 190（9）
1973年度 129（2） 37（5） 12（2） 3 9 190（9）
1974年度 132（4） 29（3） 11（3） 3 10 185（10）
1975年度 135（4） 30（4） 9（2） 2 10 186（10）
1976年度 138（5） 30（3） 10（2） 2 10 190（10）
1977年度 133（5） 29（4） 14（1） 2 12 190（10）
1978年度 136（7） 26（2） 17（2） 2 12 193（11）
1979年度 134（7） 25（2） 17（2） 2 12（1） 190（12）
1980年度 141（8） 26（1） 13（2） 2 12（1） 194（12）

教
育
学
部

1970年度 59 33 14 1 6（1） 113（1）
1971年度 60 34 14 1 6（1） 115（1）
1972年度 67 27 13 1 8（1） 116（1）
1973年度 68 30 10（1） 1 7 116（1）
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教授 助教授 専任講師 客員教授 助手 合計

教
育
学
部

1974年度 73 28 9（1） 1 6 117（1）
1975年度 74 27 7（1） 1 8 117（1）
1976年度 74 25 6（1） 2 7 114（1）
1977年度 77 22 10（1） 1 6 116（1）
1978年度 82 19 8（1） 1 4 114（1）
1979年度 86 18（1） 6 1 4 115（1）
1980年度 88 18（1） 5 1 3 115（1）

商
学
部

1970年度 65 12 6 2 9（1） 94（1）
1971年度 64 13 6 2 10（1） 95（1）
1972年度 67 10 9 4 10（1） 100（1）
1973年度 67 10 12（1） 4 9 102（1）
1974年度 65 12 11（1） 4 7 99（1）
1975年度 64 15（1） 7 3 5 94（1）
1976年度 65 15（1） 11 3 3 97（1）
1977年度 63 16（1） 11 2 3 95（1）
1978年度 65 14（1） 13 2 2 96（1）
1979年度 67 16（1） 9 3 1 96（1）
1980年度 68（1） 16 8 3 1 96（1）

理
工
学
部

1970年度 170 42 7  11 230
1971年度 179 34 8  14 235
1972年度 179 33 9  14 235
1973年度 184 30 6  15 235
1974年度 188 28 8（1）  14 238（1）
1975年度 189 27（1） 6（1）  14 236（2）
1976年度 185 28（2） 6  13 232（2）
1977年度 189 27（2） 6  14 236（2）
1978年度 186 28（2） 7（1）  16 237（3）
1979年度 189 27（3） 8  16 240（3）
1980年度 188 25（3） 9  16 238（3）

社
会
科
学
部

1970年度 18 16    34
1971年度 21 13    34
1972年度 20 12 3  3 38
1973年度 22 12 2  3 39
1974年度 25 7 4  1 37
1975年度 26 8 4   38
1976年度 26 9 3  2 40
1977年度 26 10 1  3 40
1978年度 28 8 1  3 40
1979年度 28 7 4  1 40
1980年度 29 6 4   39
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表 ３　早稲田大学教員数（専任のみ。学部以外の施設。1970年～1980年度）
� ※（　）内は女性で内数

教授 助教授 専任講師 客員教授 助手 合計

体
育
局

1970年度 9 13 7（1）  4 33（1）
1971年度 9 13 8（1）  4 34（1）
1972年度 10 11 7  4 32
1973年度 11 14 5  1 31
1974年度 14 12 2  1 29
1975年度 19 6 4（1）  3 32（1）
1976年度 19 6 4（1）  3 32（1）
1977年度 18 5 5（1）  2 30（1）
1978年度 18 7 4（1）  2（1） 31
1979年度 19 6 4（1）  3 32（1）
1980年度 21 5 3（1）  3 32（1）

国
際
部

1970年度   1（1）   1（1）
1971年度   2（2）   2（2）
1972年度   2（2）   2（2）
1973年度  1（1） 1（1）   2（2）
1974年度  1（1） 1（1）   2（2）
1975年度  1（1） 1（1）   2（2）
1976年度  2（2）    2（2）
1977年度  2（2）    2（2）
1978年度  2（2）    2（2）
1979年度  2（2）    2（2）
1980年度  2（2）    2（2）

社
会
科
学
研
究
所

1970年度 1 4    5
1971年度 1 4    5
1972年度 1 4    5
1973年度 3 2   1 6
1974年度 3 2 1   6
1975年度 5  1   6
1976年度 5 1    6
1977年度 5 1   1 6
1978年度 5 1    6
1979年度 5 1    6
1980年度 5 1    6

演
劇
博
物
館

1970年度     2（2） 2（2）
1971年度     1 1
1972年度     1 1
1973年度     1 1
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教授 助教授 専任講師 客員教授 助手 合計

演
劇
博
物
館

1974年度     2 2
1975年度     2 2
1976年度     1 1
1977年度     1 1
1978年度     1 1
1979年度     1 1
1980年度     1 1

鋳
物
研
究
所

1970年度 1 1    2
1971年度 1 1    2
1972年度 1 1    2
1973年度 2     2
1974年度 2     2
1975年度 2     2
1976年度 2     2
1977年度 2     2
1978年度 2     2
1979年度 2     2
1980年度 2     2

理
工
学
研
究
所

1970年度 7  1  2 10
1971年度 7  1  2 10
1972年度 8  1  2 11
1973年度 8 1（1）   2 11
1974年度 8 1 2   11
1975年度 8 1 2   11
1976年度 7 3   1 11
1977年度 7 3   1 11
1978年度 7 3    10
1979年度 7 2   2 11
1980年度 7 2 1  2 12

生
産
研
究
所

1970年度 8 5 1   14
1971年度 8 4 3   15
1972年度 7 4 3   14
1973年度 8 3 3   14
1974年度 8 6    14
1975年度 9 5    14
1976年度 11 3    14
1977年度 11 3    14
1978年度 11 3    14
1979年度 10 3 1   14
1980年度 13  1  1 15
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表
２
、
表
３
を
見
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
七
〇

年
度
か
ら
八
〇
年
度
ま
で
の
間
に
一
人
も
女
性
教

員
が
確
認
で
き
な
い
の
は
政
治
経
済
学
部
、
社
会

科
学
部
、
社
会
科
学
研
究
所
、
演
劇
博
物
館
、
鋳

物
研
究
所
、
生
産
研
究
所
で
あ
り
、
社
会
科
学
系
、

理
工
系
の
学
部
、
研
究
所
に
は
男
性
教
員
が
圧
倒

的
に
多
く
、
女
性
教
員
は
ほ
ぼ
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
文
学
部
の
み
、

一
九
七
〇
年
度
か
ら
一
九
八
〇
年
度
に
か
け
て
、
女

子
教
員
が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
他
の
学
部
に
関

し
て
は
、
女
性
教
員
の
数
は
一
定
数
以
上
増
減
し

な
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

で
は
、
実
際
の
早
稲
田
大
学
に
着
任
し
た
女

性
教
員
が
い
か
な
る
専
門
分
野
を
持
ち
、
ど
の

よ
う
な
授
業
を
担
当
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
４

は
、
早
稲
田
に
着
任
し
た
女
性
教
員
と
し
て
確

認
で
き
た
人
物
と
、
そ
の
人
物
が
担
当
し
て
い

た
科
目
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

教授 助教授 専任講師 客員教授 助手 合計

比
較
法
研
究
所

1970年度  1   2（1） 3（1）
1971年度  1 1（1）  1 3（1）
1972年度  1 1（1）  1 3（1）
1973年度  2（1） 1   3（1）
1974年度  2（1） 1   3（1）
1975年度 1 2（1）    3（1）
1976年度 1 2（1）    3（1）
1977年度 1 2（1）    3（1）
1978年度 2（1） 1    3（1）
1979年度 2（1） 1    3（1）
1980年度 3（1）     3（1）

語
学
教
育
研
究
所

1970年度 1 8（2） 9（2）   18（4）
1971年度 1 9（3） 8（3）  1 19（6）
1972年度 1 9（3） 8（3）  2 20（6）
1973年度 4（1） 8（3） 7（2）  2 21（6）
1974年度 6（1） 7（4） 9（2）  1 23（7）
1975年度 7（1） 7（4） 7（2） 1 1 23（7）
1976年度 8（2） 7（4） 6   21（6）
1977年度 8（2） 10（4） 4   22（6）
1978年度 12（4） 8（2） 2  1 23（6）
1979年度 14（5） 7（1） 2  1 24（6）
1980年度 15（5） 6（1） 3  1 25（6）

※『基本諸統計』より作成（７）
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表
４
を
見
る
と
、
女
性
教
員
の
着
任
先
と
し
て
は
、
学
部
付
の
教
員

と
、
研
究
所
付
の
教
員
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
学
部
付
の
教
員
と
し
て

も
、
担
当
す
る
専
門
科
目
は
英
文
学
や
国
文
学
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と

い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。
戦
前
よ
り
存
在
し
た
高
等
教
育
機
関
に
お
い

て
女
性
が
専
門
と
す
る
学
問
が
家
政
学
や
文
学
と
な
る
傾
向
が
あ
っ
た

よ
う
に
、
女
性
教
員
が
特
定
の
学
部
に
多
い
状
況
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
特

性
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
戦
後
の
早
稲
田
大
学
の
女
性
教
員
に
つ
い
て
、
当
時
の
数
的

状
況
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
分
析
し
た
。
本
項
目
で
見

た
よ
う
に
、
戦
後
の
私
立
大
学
に
焦
点
を
当
て
て
も
、
女
性
教
員
の
数

は
徐
々
に
増
え
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
、
全
体
と
し
て
の
数
は
少
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
の
事
例
を
見
る
と
、
女
性
教
員

は
社
会
科
学
系
や
理
工
系
の
部
門
に
は
ほ
ぼ
就
職
せ
ず
、
文
学
部
に
就

職
し
た
際
も
、
担
当
す
る
専
門
科
目
は
英
文
学
や
国
文
学
で
あ
り
、
男

性
教
員
と
比
べ
て
活
躍
で
き
る
場
が
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

氏　名 在　任　期　間 担　当　科　目
木　村　道　子

（法学部）
1952年11月～1964年 ３ 月 英語

氷　室　美佐子
（文学部）

1961年 ４ 月～2003年 ３ 月 英語、英文学演習、英文学研究、英米文学特殊研究
英米詩、イギリス文学史、教養演習

小　池　規　子
（文学部）

1962年 ４ 月～2004年 ３ 月 英語、英文学演習、英文学研究、英米文学特殊講義、
イギリス文学史、英戯曲、シェークスピア研究、教
養演習

秋　永　一　枝
（文学部）

1962年 ４ 月～1993年 ３ 月 国語、国語・漢文、国語史、国文法、国語学、国語
学特論、国語学概論、国語学講義、日本文学演習、
日本文学研究、教養演習、現代日本語特論

子　安　美知子
（語学教育研究所）

1962年 ４ 月～2001年 ３ 月 独語

大　社　淑　子
（法学部）

1967年 ４ 月～2002年 ３ 月 英語、文学

※�『早稲田大学　教員就退任および担当科目（1949年４月─1983年 ３月）』及び湯川次義の調査に依る。
（　）内は確認できた所属。

表 ４　早稲田に着任した女性教員とその担当科目
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二
、
戦
後
の
女
性
職
員
数
に
つ
い
て

次
に
戦
後
の
大
学
に
お
け
る
女
性
職
員
数
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
き
た
い
。
表
５
で

は
、
私
立
大
学
に
お
け
る
職
位
（
職
種
）
別
に
ど
の
程
度
の
人
数
の
男
性
職
員
と
女
性
職

員
が
雇
わ
れ
て
い
る
の
か
を
ま
と
め
た
。

表
５
を
見
る
と
、
総
数
と
し
て
は
一
九
五
五
年
、
一
九
六
〇
年
、
一
九
六
五
年
の
職
員

の
総
数
と
し
て
は
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
多
い
。
た
だ
、
職
種
を
分
析
す
る
と
、
男
性

が
事
務
官
に
就
い
て
い
る
割
合
が
多
い
の
に
対
し
て
、
女
性
が
就
い
て
い
る
職
種
は
「
雇

人
」
が
多
い
。
こ
の
職
種
の
差
異
に
男
性
職
員
と
女
性
職
員
に
お
け
る
差
別
的
な
扱
い
が

あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
実
際
の
大
学
の
事
例
と
し
て
、
早
稲
田
大
学
で
は
、
女
性
職
員
の
数
量
は
ど
の

程
度
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
６
は
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
六
六
年
ま
で
の
早
稲
田
の

職
員
数
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

1950年 1955年 1960年 1965年

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

総数 3,150 1,981 5,869 6,295 7,656 9,694 11,456 15,863

事務官 1,345 400 2,431 1,165 3,521 1,884 未記載 未記載

技官 117 10 538 499 917 1,262 未記載 未記載

雇 人（８） 798 886 1,566 2,775 1908 4,988 未記載 未記載

用人 890 685 1,334 1,856 1310 1,560 未記載 未記載

兼務 149 55 350 139 465 332 750 510

※文部省調査局統計課『日本の教育統計』241頁より作成（９）

表 ５　私立大学における職種（職位）別の男女職員数
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表
６
を
見
る
と
、「
書
記
級
」
や
「
雇
」
と
し
て
、

か
な
り
の
数
量
の
女
性
職
員
が
勤
務
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
合
計
数
を
見
て
み
る
と
、
専
任

で
も
臨
時
で
も
、
一
九
五
八
、
一
九
五
九
年
か
ら

一
九
六
六
年
ま
で
で
約
一
〇
〇
人
程
度
の
全
体
的

な
人
員
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
、
女
性
の
職
員
数
は
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の

職
階
に
着
目
し
て
み
る
と
、
専
任
の
主
事
、
主
事

補
に
は
、
女
性
が
配
属
さ
れ
て
い
な
い
の
が
わ
か

る
。
私
立
大
学
全
体
に
お
い
て
も
事
務
官
の
職
種

に
は
男
性
が
多
く
配
属
さ
れ
て
い
た
の
と
同
様

に
、
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
も
、
管
理
職
級
の

職
種
に
就
け
る
の
は
男
性
の
み
と
い
う
差
別
的

な
扱
い
が
存
在
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
女
性
職
員
か
ら
見
た
当
時
の
女
性
に
対

す
る
社
会
の
見
方
に
つ
い
て
分
析
で
き
る
言
説
と

し
て
『
早
稲
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
に
掲
載
さ
れ
た

1957 1958 1959 1960 1961 1962 1963 1964 1965 1966

専
任

主事級 47 48 49 44 51 58 61 60 55 59
主事捕級 30 46 64 63 79 78 89 103 122 133

書記級 338 316
（67）

318
（69）

307
（63）

328
（80）

339
（84）

347
（88）

371
（112）

375
（120）

381
（125）

雇 124 136
（66）

127
（66）

145
（76）

156
（87）

201
（118）

187
（117）

186
（114）

180
（113）

176
（111）

嘱託 － － － 8 8 7 9
（2）

6 4 3

労務員 75 72
（28）

69
（28）

69
（27）

72
（28）

73
（31）

71
（29）

68
（29）

63
（25）

60
（24）

計 614 614 627
（163）

636
（166）

694
（195）

756
（233）

764
（236）

794
（255）

799
（259）

812
（260）

臨
時

臨時雇 122 120
（15）

120
（15）

157
（20）

132
（22）

123
（6）

141
（9）

161
（10）

181
（16）

180
（15）

嘱託 44 56
（16）

57
（19）

50
（22）

66
（20）

66
（20）

63
（23）

43
（11）

49
（13）

48
（17）

労務員 16 12
（11）

9
（9）

9
（7）

10
（7）

13
（8）

9
（6）

9
（6）

7
（6）

7
（6）

計 182 188
（42）

185
（44）

216
（49）

208
（49）

202
（34）

213
（38）

213
（27）

237
（35）

235
（38）

合計 796 806
（203）

812
（207）

852
（215）

902
（244）

958
（267）

979
（274）

1,007
（282）

1,036
（294）

1,047
（298）

※�早稲田大学総長室企画調査課編『基本諸統計』より作成。（10）　（　）は女子で内数。32年度は不明の
ため記載されていない。

表 ６　早稲田大学における職階別職員数（1957～1966年まで）
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「
私
の
〝
就
職
課
〟
体
験
」
が
あ
る
。
江
田
弘
子
と
い
う
女
性
職
員
に
よ
る
記
述
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
女
子
学
生
の
就
職
に
つ
い
て

は
、
会
社
側
の
理
解
も
少
し
ず
つ
深
ま
っ
て
、
一
時
期
よ
り
好
転
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
傾
向
が
つ
づ
い
て
、
女
性
の
職
場
が

も
っ
と
増
え
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
る
」（

（1
（

と
述
べ
て
い
る
が
「
し
か
し
、
現
実
は
、
や
は
り
き
び
し
い
。
会
社
の
人
事
の
か
た
が
た
と
応

接
し
て
い
て
、
そ
う
し
た
感
触
を
味
わ
っ
た
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
私
自
身
、
そ
う
し
た
経
験
を
し
て
い
る
。
私
が
応
接
に
出
た
と
き

〝
な
ん
だ
、
オ
ン
ナ
か
…
…
〟
と
落
胆
と
も
あ
き
ら
め
と
も
つ
か
な
い
表
情
を
み
せ
て
、「
男
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
」（

（1
（

と
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
女
性
へ
の
差
別
的
な
認
識
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
早
稲
田
で
は
な
く
、
時
代
も
か
な
り
後
に
な
る
が
、
一
九
八
九
年
一
月
の
朝
日
新
聞
に
は
、
大
阪
大
学
技
官
で
あ
る
女
性
に

よ
る
「
男
女
格
差
大
き
い
大
学
職
員
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
同
記
事
で
は
主
に
公
立
大
学
に
つ
い
て
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

が
、
そ
の
実
態
と
し
て
「
大
学
に
お
け
る
女
性
差
別
の
実
態
」（

（1
（

が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
実
態
と
し
て
は
「
男
性
の
場
合
は
三
六

歳
で
三
分
の
二
が
主
任
・
係
長
に
な
る
の
に
対
し
て
、
女
性
の
場
合
は
全
員
ヒ
ラ
職
員
、
四
二
歳
に
な
っ
て
も
ま
だ
半
分
以
上
が
ヒ
ラ
職

員
と
い
う
実
態
で
あ
っ
た
。
係
長
も
男
性
の
場
合
は
一
番
若
い
人
で
三
六
歳
だ
が
、
女
性
の
場
合
四
四
歳
で
、
八
年
も
の
ひ
ら
き
が
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
男
女
の
昇
格
差
別
は
、
全
国
の
大
学
の
中
で
暗
黙
の
う
ち
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
」（

（1
（

と
し
て
、
女
性
大
学
職
員
が
昇
格

し
に
く
い
状
況
を
差
別
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。

先
述
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
一
九
八
九
年
で
あ
る
が
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
法
律
と
し
て
一
九
八
六
年
に
制
定
さ
れ
た

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
法
律
に
つ
い
て
先
に
挙
げ
た
朝
日
新
聞
の
記
事
で
は
、
そ
の
理
念
が
社
会
に
お
い
て
反
映

さ
れ
て
い
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
採
用
面
で
差
別
が
行
わ
れ
て
お
り
「
男
女
同
数
の
採
用
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
お
ら

ず
」
と
し
た
う
え
で
、
婦
人
研
究
者
や
教
師
な
ど
は
一
九
八
五
年
の
調
査
で
は
わ
ず
か
「
五
・
四
％
と
い
う
有
り
様
」
で
あ
り
、
そ
の
多

く
が
「
助
手
な
ど
下
級
研
究
者
に
集
中
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
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こ
の
よ
う
に
、
早
稲
田
の
女
性
職
員
を
見
る
と
、
そ
の
量
的
増
加
は
ペ
ー
ス
と
し
て
は
か
な
り
早
い
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
女
性
の
就
職
先
の
一
つ
と
し
て
、
大
学
の
職
員
と
い
う
も
の
が
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
職
階
を
見
る
と
、
当
時
は
管
理
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
男
性
に
限
ら
れ
て
お
り
、
女
性
は
嘱
託
な
ど
の

職
階
が
大
半
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
論
で
は
、
女
性
教
員
及
び
女
性
職
員
の
数
量
的
変
化
の
実
態
に
つ
い
て
、
早
稲
田
大
学
を
事
例
と
し
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
中
心
に
分
析
し
て
き
た
。
以
下
、
本
論
で
分
析
し
た
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
女
性
教
員
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
前
後
を
契
機
と
し
て
数
量
的
な
増
加
の
傾
向
を
見
せ
て
き
た
が
、
統
計
上
で
は
女
子

大
学
な
ど
の
教
員
も
併
せ
て
計
算
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
男
女
共
学
の
大
学
で
は
そ
の
数
量
は
さ
ら
に
少
な
い
と
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
女
性
教
員
の
着
任
・
担
当
も
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

第
二
に
、
女
性
職
員
に
つ
い
て
は
、
男
性
職
員
と
女
性
職
員
の
職
階
・
職
位
を
比
較
し
な
が
ら
分
析
し
た
結
果
、
男
性
職
員
と
女
性
職

員
が
就
く
職
階
・
職
員
に
差
異
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
早
稲
田
大
学
の
実
情
を
見
る
と
、
男
性
職
員
が
管
理
職
級
の
職
業
に
就
く
こ

と
が
で
き
る
一
方
で
、
女
性
職
員
が
書
記
級
と
い
っ
た
男
性
を
補
佐
す
る
職
位
に
就
い
て
い
る
も
の
が
大
半
と
な
る
傾
向
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
大
学
に
お
い
て
女
性
職
員
が
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
る
社
会
的
背
景
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
分
析

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
上
、
本
論
で
は
、
一
九
六
〇
年
～
八
〇
年
頃
を
中
心
と
し
て
女
性
教
職
員
の
数
量
的
変
化
を
分
析
し
て
き
た
。
本
論
文
で
分
析
し
た
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時
期
に
は
男
女
の
間
で
明
確
な
職
業
面
で
の
差
別
が
あ
り
、
女
性
の
活
躍
の
場
は
制
限
さ
れ
、
冷
遇
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
本
論
で
数

量
的
変
化
を
分
析
し
た
意
義
と
し
て
は
、
大
学
と
い
う
場
に
お
い
て
、
女
性
の
扱
い
に
明
確
に
差
別
的
な
扱
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
男
女
の
差
別
を
な
く
す
た
め
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

国
立
大
学
で
は
二
〇
〇
〇
年
に
は
『
国
立
大
学
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
に
』
が
、
今
回
取
り
上
げ
た
早
稲
田
大
学
で

は
、
二
〇
〇
七
年
に
「
早
稲
田
大
学
男
女
共
同
参
画
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
戦
後
、
断
続
的
に
続
い
て
い
た
大

学
の
女
性
教
職
員
に
対
す
る
差
別
的
な
扱
い
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
男
女
共
同
参
画
の
観
点
か
ら
よ
う
や
く
解
消
に
向
け
て
動
き
出
し

た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
、
女
性
教
職
員
の
数
量
的
実
態
を
把
握
す
る
研
究
を
す
る
際
に
は
、
早
稲
田
大
学
以
外
の
男
女
共
学
の
私
学
に
お
い
て
女
性
教
職

員
の
数
量
は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
女
性
教
職
員
に
対
す
る
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
究
明
す
る

よ
う
に
し
た
い
。

あ
め
み
や
・
か
ず
き
（
早
稲
田
大
学
歴
史
館
嘱
託
職
員
）
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註（
１
）	

湯
川
次
義
『
近
代
日
本
の
女
性
と
大
学
教
育
』（
二
〇
〇
三
年
、

不
二
出
版
）
五
二
四
～
五
二
六
頁
。

（
２
）	
湯
川
次
義
『
戦
後
教
育
改
革
と
女
性
の
大
学
教
育
の
成
立
』（
二
〇

二
二
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
四
六
四
頁
。

（
３
）	

大
膳
司
「
臨
時
教
育
審
議
会
以
降
の
大
学
教
員
の
構
造
と
機
能
の

変
容 

教
育
・
研
究
活
動
を
中
心
と
し
て
」『
高
等
教
育
研
究
』一
二
巻
、

七
一
─
九
四
頁
（
二
〇
〇
九
年
）。

（
４
）	

髙
橋
真
央
「
女
子
大
学
に
お
け
る
女
性
教
員
の
職
位
別
割
合
の
現

状
に
つ
い
て
」『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
Ⅰ
』
五
八
号
、
七
三
─

八
五
頁
（
二
〇
二
二
年
）。

（
５
）	

「
京
大
に
初
の
女
性
講
師
」『
朝
日
新
聞
』（
一
九
五
三
年
五
月

一
九
日
）
三
頁
。

（
６
）	

文
部
省
調
査
局
統
計
課
『
日
本
の
教
育
統
計
』（
一
九
六
六
年
）

一
七
─
一
九
頁
。

（
７
）	

早
稲
田
大
学
総
長
室
企
画
調
査
課
編
『
基
本
諸
統
計
』（
一
九
七
一

年
～
一
九
八
一
年
ま
で
を
参
考
に
作
成
）。

（
８
）	

「
雇
人
」
に
は
看
護
婦
、
看
護
手
も
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
他
の
職
員
に
つ
い
て
は
「
用
人
」
に
含
ま
れ
て
い
る
と
さ

れ
て
い
る
。

（
９
）	

文
部
省
調
査
局
統
計
課
、
前
掲
書
、
二
四
一
頁
。

（
10
）	

早
稲
田
大
学
総
長
室
企
画
調
査
課
編
、
前
掲
書
よ
り
作
成
。

（
11
）	

江
田
弘
子
「
私
の
〝
就
職
課
〟
体
験　

─
ひ
と
り
の
女
性
職
員

の
つ
ぶ
や
き
─
」『
早
稲
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
』（
一
九
八
四
年
、
第
四
五

号
）
九
四
頁
。

（
12
）	

同
上
、
九
四
頁
。

（
13
）	

「
男
女
格
差
大
き
い
大
学
職
員
」『
朝
日
新
聞
』（
一
九
八
九
年

一
月
二
六
日
）
五
頁
。

（
14
）	

同
上
、
五
頁
。

（
15
）	

同
上
、
五
頁
。




